
Mother Tongue, Heritage Language, and Bilingual Education (MHB) Research Association

NII-Electronic Library Service

Mother 　Tongue 厂　Herltage 　Language 厂　and 　 Blllngual 　Eduoatlon 　（MHB ｝　Researoh 　Assoolatlon

交換 θ記 を：

邇し τ 学ふ 訪 み の カ
ー
文字へ の 」抵轗 の 強Cl児量 を対豪に

一
　平毋 昌子

《 研究論文 》

交換 日記を通して 学ぶ読み の カ
ー 文字へ の 抵抗感 の 強 い 児童を対象に 一

平 田 昌子 （桜美林大学大学院博士後期課程）

　　　 masako ＿hirata＠hotmaiLcom

AProposal 　for　Teaching　Reading　Japanese　to　JSL　Children

　　　 Using “Exchanging 　Diary，，

　 as 　Teaching　Materials

　 　　　　　　　 　　　　　 HIRATA 　 Masako

キー
ワ
ー ド ：JSL，読みの力、学習言語、初期指導、交換日記

　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　 要　 旨

　初期指導を終え、読みの 活動に入 る際 その ス テ ッ プが大きく、躓い て しま う子 ども

が少 な くない
。 その ため、読みの 活動 へ の 入 口は 、 子 どもが心か ら読みたい

、 知 りたい

と思 うもの で なければならない
。 そ こ で、本研 究では、初期 指導を終えた直後か ら、友

人 との 交換 日記 を用 い た読みの 活動を行 っ た 。 日記 とい う特徴か ら、子 どもたちの 生活

に密着 した内容で あり、文体も会話体に近いため、読みの入 口 としては最適だと考えた 。

また、友人とのや り取 りを通 し 、 生 きた文脈の 中で の言語使用も可能 となる 。 VFN か

ら産出された文章を 「話題 につ い て触れて い るか 」 「友人 か らの 問い かけに返答 して い

るか 」 「自ら友人 に問い か けて い るか 1 の 3項 目に分類 し、さらに 受容型 ・産出型の観

点か ら分析を行 っ た 。 また、支援者の 介入時期 ・介入が与える影響も合わせ て検証を

行 っ た 。 本研 究で は 、 主体 的に読みの 世界 へ の 第
一

歩を踏み出せ るよ うな支援方法を

提案す るこ とを 目指す 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Abstract

　　 Many 　children 　who 　are 　learning　japanese　as　a　second 　Ianguage　have　struggled 　to

acquire 　readirlg 　ability　after　basic　guidance．　Therefore　as　an　entrance 　into　the　reading

world ，　reading 　materials 　should 　be　fascinating　to　children ．　Thus “
exchanging 　diary　with

friends” was 　adopted 　as　the　teaching　method ．　Exchange 　dairy　has　many 　benefits．　Topics

are　dosely　related　to　their　daily　Iife
，
　The　language　style 　is　closed 　to　daily　conversation ，

and 　moreover 　this　method 　makes 　it　possible　to　use　language　in　the　content −based　in−

struction ．　The　data　was 　divided　into　two　stages ．　In　the　first　stage　diary　entries 　written
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by　a　non 一亅apanese 　student 　were 　analyzed 　according 　to　3　categories 　such 　as
”
mention

ing　topics”
，

”
answering 　the　questions　from　friends

”

，
‘’

sending 　massages 　form　her” 。　In

the　second 　stage　the　data　was 　judged　to　be　either 　passive　or 　productive．　ln　addition ，

information　about 　intervention　timing 　by　the　language　supporter 　and 　its　effectiveness

was 　analyzed ．　In　conclusion ，　this　research 　proposes　effective 　means 　for　chiidren 　to　take

astep 　forward　into　the　reading 　world ．

1，　 研究背景と目的

　親の都合で国を移動せ ざるを得なか っ た子 どもたちは 、 友人 、 故郷 、 母語 、 母文化、

学習等との 様 々 な断絶を経験する。 人間形成を考える上で 、これ らの どれをとっ て も、

欠かすこ との で きない 要素である 。 殊 に発達途上 の 子 どもたちに とっ て 、学習の 断絶は

大きな問題で あり、断絶が長期 間に及 べ ば、彼 らの 未来 に大きな影を落 とすと言 っ て も

過言ではない だろう。

　東京都 H 市におい て 日本語支援を始めて 3年が経つ が、読み の 活動に入 っ た途端 、

落ち着きがな くな っ た り、 拒絶反応を見せ た りする子 どもた ちが多い こ とに気が つ く。

既に母語で読む 力を獲得 して い る成人の 日本語学習者であれば 、 比 較的容易に読みの

力 を第二 言語 に転移 させ る こ とが可能だ と思われ るが、JSL の 子 どもたちは発達 途上

で あ り、 日本語 の 読みの 力の 獲得は大変困難だ と思われる 。 特に、読みの カが十分 に

身につ く前に移動せ ざるを得なか っ た子 どもたちに とっ て は 、 第二 言語で ある 日本語 と

読みの 力の 両方 を同時に獲得 しなければならず、子 どもたちにかかる認知的 、精神的負

担が大きい こ とは想像に難 くない
。

　その ため、読みの 活動 へ の 入 ロは 、子 どもが心か ら読みたい 、知 りたい とい うもの で

なければならない と考える。
っ ま り、 支援者が子 どもに 「読み物を与え、 読ませ る」 活

動 ではなく 、 子 どもが楽 しみながら読みの 活動に参加で きるような支援が求め られて い

る。

　そ こ で、本研究では 、 友人 との 交換 日記を用い た活動を通 し、初期指導を終 えた段

階か ら、読みの世界
1）

へ の 第
一

歩を無理な く踏み 出せ るよ うな支援方法を提案するこ

とを 目的とする 。
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2 ． 先行研究

2。1 教科学習を支える読みの カ

　バ トラー （2011 ：23）では、 日常会話と教科学習に必要な力には大きなギャ ッ プが あ

るにも関わらず、 「日本語会話能力が高い と、教科学習が うまくい か ない の は、本人の

やる気の 問題だと判断されて しま うこ とがある」 と指摘 して い る。 筆者が 日本語支援を

して い る学校におい て も、 日常会 話 と教科学習に必要 な力の ギャ ッ プに気付かず 、誤 っ

た判断 や評価が下され るこ とが少 なくない
。

　ある担任教師か ら、
「こ の 子は理科に興味がない ん です」 「○○ くん は 、 集中力が続

かなくて」 とい う言 葉を耳 に した 。 しか し、その 児童 （小 6）は、母 国では理科が得意

科 目であ り、 日本の 学校でも、
一

番がん ばりたい 教科として理科を挙げてい た 。 は じめ

は、母 国で既に学んだこ との 復習だ っ たが、内容 が進むにつ れ 、 既有知識では補えな く

な り、 板書を写す こ とに必 死で 、 内容を理解す る余裕す らな くな っ て しま っ た と言 う。

こ の よ うに 日常会話 と教科学習に必 要なカにギャ ッ プがあるだけで はなく、 学年が上 が

るに つ れて、抽象的な言葉や表現が増え、教科内容も複雑 さを増 してい く。

　カ ミンズ （2011：109）は 、 この よ うな状況に対応するためには 、
「学内だけで な く学

外で もさまざまなジャ ン ル の 本を幅広く読む児童 ・生徒の ほ うが、限 られた本 しか読ま

ない 学習者 よ り、はるか に教科学習言語の 習得の 機会に恵まれる」 と述べ 、多読 ・多

書が必要不可欠で ある と述べ て い る。 また 、 小林 （2008：39）は 、
「読む とい う活動は 、

テ キス トの文脈 と自身の ス キー
マ

・ス ク リプ トを結びつ けて 、 考えるこ とを可能 に し、

子 どもの 認知的 な発達 に大 きな役割を果たす」 とし、 認 知面の 発達か らも 、 読む力 の

必 要性 を述 べ て い る。以上 の 先行研究よ り、学習の 断絶を防 ぐために も、早急な読み

のカの獲得が重要であるこ とは明 らかで ある。

2．2 読み の活動を支える様々 な取 り組み

　平井 （2003 ：35−36）では、 旧 本語 の 習得ばか りに 目を向けず、母語で 学習の サポー

トをする と、後に、日本語力が備わ っ た時に伸びて くるこ とが期待で きる」 と母語 を使 っ

た 日本語支援の 有効性 を主張 して い る。 また、清 田 （2007）では、母語 による先行学

習や母 語訳テープを用 い た教科学習支援を行い 、母語の 活用は、学習内容 と能力面の

継続 性
2）

を保証するこ とがで きると述べ て い る 。

　光元他 （2006：114）は 、
「子 どもの認知的な発達に応 じた学習を保障するた めに 、
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入 国後の 早い 時期か ら該当学年の 教科の 学習に取 り組める指導の 工 夫が必 要で ある」

とし、子 どもの 日本語力 に合わせ 、 書き換えた教材 「リライ ト教材 ・音読譜」 を提案

して い る。 また 、中田 （2009）で も 、 様 々 な 日本語 レ ベ ル を有する JSL の子 どもたち

に対 し、 あ らす じを リライ トした教材を用い た実践が行われて い る 。

　さらに 、 平田 （2010，2011＞で は、母語 と易 しい 日本語 を用い た二 言語併用 リライ ト

教材を提案し、 国語科の 支援を行っ て い る。

　こ の ように 、 母語 やリライ ト教材を活用するこ とに よ り、 早い 時期か ら教科学習や内

容を重視した活動 を取 り入 れた研究はい くつ か 見られるが、依然として数は少なく十分

とは言えない 。また、教科 も限 られて い るため 、 今後 、 各教科の特徴を生 か した読みの

支援が期待 され る。

2．3 読み の活動の入 口

　前述 した通 り、教科学習や リテラシ ーを獲 得す るための 支援として 、母語 やリライ ト

教材を用い た支援が行われてい る。 しか し、初期指導を終 え 、 文字が認識で きるよ うに

なっ た段 階にい る子 どもたちに とっ て 、す ぐに本や教科学習に移行するには、あま りに

も、その ス テ ッ プが大きい よ うに思われる 。

　柴崎 （2005）は、第二 言語の 読解におい て 、 テ キス ト内容の 背景知識 とともに語彙

知 識が大き く影響 してい ると述べ て い る。また、ブ ソ シ ン ゲル 他 （2010）は、JSL の

子 どもた ちは語彙知識が乏 しい 段階で 、 読み書きを始めなければならず、L2 リテ ラシ
ー

の 獲得にかか る過程が非常に長 くなるこ とを指摘して い る 。 そのため、文字が判別 ・認

識 で きるよ うにな っ たか らとい っ て、必ず しも読め るとい うこ とで はな く、さらに細か

なス テ ッ プを踏む必要がある と思われ る。

　外山 （1981：67）は 、 小学校入学当初は、たいて いの子 どもは読む こ とに興味を持つ

が 、 中学生になると本嫌い の 子 どもが増える とい うこ とを例に、未知の読み につ い て

「よくわか らぬ こ とを無理 に させ られれ ば、嫌い になるの が順序で ある」 と述 べ て い る。

これ は、まさに JSL の 子 どもたちが置かれて い る状況で はない だろ うか 。 初期指導を

終え 、 文字を目で 追 うこ と、 または音読するこ とはで きるよ うになる。 しか し、 内容を

読み取 るこ とまではで きず、「読んだけれ ども 、 わか らない
。 わか らない ところがわか ら

ない 」 とい う状態に陥っ て しまう。 わか らない もの をひ たす ら読み続けることが どんな

に苦痛を伴 うか とい うことは、想像にかたくない
。

　その ため、読みの 活動を始める第
一
歩 としては、子 どもたちに心か ら読みたい、知 り

たい と思わせ るよ うな教材を取 り上げる必要がある 。 尾関 （2007）は 、 こ とばの学びに
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子 どもの 主体性が大きな影響を与えて い るとし、
「手紙絵本」 を用 い て 、 子 どもの 主体

性を生か した 日本語支援を行 っ て い る。また、三 宅 （2006：275）は 、 ゲーム の 攻略本

に夢中になる JSL の子 どもたちを例に挙げ、自主的な学習能力を育て る為に は、「こ

とばを使 うこ とが （大変で あっ て も）楽 しい もので あ り、 生活する うえで やりがい の あ

るもの 」 が必要だと主張 して い る。

　これ らの 研 究か らも 、 子 どもたちが主体的に 、 生 きた文脈の 中で こ とばを学べ るよ う

な支援が求め られて い る と言え よう。 牛 窪 （2005）は主体性 とは一義的なもので はな

く、「教室一学習者」 間にお ける主体性 と 「日本譜 学習者」 間における主体性 と異なる

視点か ら捉え直 して い る 。 前者は 、 教師か らの
一

方的な教授で は なく、 学習者を授業

に参加する主体として捉 えた場合の 主体性を指し 、 後者は 学習者が 自身の 考えを日本

語 と結びつ ける主体として捉 えた場合で ある。 本研 究では 、 子 どもたちが 自ら学ぶ意義

を見出し、 積極 的に活動 に参加す る 「主体性 」 と、 文型練 習や テキス トか ら学ぶだ け

で はなく、 自分の 思い や考えを 日本語化する 「主体性」 の 両面か らア プ ロ
ーチで きるよ

うな支援になるよ う配慮 した。

3．　 研 究方法

3．1 読み の 力

　子 どもたちに求められ る読みの 力 とは何を指す の だろ うか 。 舘岡 （2005：5＞は 、 読

みの過 程を 「頭の 中では理解の ための様 々 な仮説が駆 け巡 り、 あ らゆる既有知識が動

員 され、実に創造的な活動が繰 り広げられて い る」 と述べ てい る。この 主張か らも、読

み とい う行為は、情報を
一
方的に受け取るもの では なく、 読み取っ た知識を既有知識や

自分 自身と結び付ける積極的な思考を伴 う活動で あるこ とが わか る。 また 、
PISA 調査

では読解力 を 「自らの 目標 を達成 し、 自らの 知識 と可能性を発達 させ 、効果的に社会

に参加するために、書かれたテキ ス トを理解 し、利用 し 、 熟考する能力」 と定義 して い

る 。
こ の 定義か らも 「文字が読める」 「文章を理解する」 だけで は不十分で あ り、 思考

と結びっ ける こ とが重要だと思 われ る 。

　大入が本を読む時 、 読後に感想文やテス トが待 っ て い るとい うこ とは考えにくい 。ま

た 、 友人 と話 し合 うこ とはあっ て も、緊張感の ある教室で 教師に質問される よ うなこ と

はない であろ う。 しか し、子 どもたちが普段過 ごしてい る教室 に 目を向けると、 子 ども

たちは読後、常に内容確認の テ ス トや質問を投げかけ られ 、 自分の 意見を求め られ る。

この ような点か らも、 日本語支援における読みの カの 定義は 「文章の 内容を読み取る」
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だけで は不十分であるこ とは明らか で ある。

　そ こで 、 本研 究で は、読みの 力を 「書かれた文字を判別 し、文を解釈 し、さらに既

有知識や読み手 自身 と結びつ けて考える力」 と定義する、

3．2 なぜ交換 日記なの か

　前述 した通 り、初期指導を終え、い ざ教科学習 を視野 に入れた読みの 活 動 に移行 し

よ うとする際 、 躓い て しまっ たり、読み へ のア レ ル ギーを抱えて しま っ た りする子 ども

たちが少 なくない
。 これは初期指導か ら読みの活動へ の ス テ ッ プが大きすぎる こ とが原

因だと考え られ る。
つ ま り、 文字が読めるようになれば 、 本が読めるとい うわけで はな

く、 初期指導か ら読みの 活動へ の 何らか の 橋渡 しが必要となる。 そのため、読みの 世界

へ の 第
一
歩 として 、 子 どもたちが心か ら読みたい

、 知 りたい と思 う読みの 活動を模索 し

て い た 。

　そん な時、調査 協力者 VFN （ベ トナム 人 女児 ）が友人か らもらっ た手紙 を大切に持

ち歩い て い るこ とに気づい た。返事を書い て い るの か と尋ねる と、 日本語 で返事が書け

ない の で絵を描い て渡 して い る と答えた。書きか けの 手紙を見せ て もらうと、 日本語で

文章が書けない ながらも、友人 とコ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を取るこ とを切に願 っ てい るこ と

が窺える手紙であ っ た 。

　友人 と交わす手紙のや り取 りは、VFN の 日常生活 に密着 してお り既有知識 を大い に

活用 できる とい う点、文体も会話体に近い とい う点か らも、読みの活 動の 入 口 として は

最適だと思われ る。 また 、 市販の 教材 とは異な り、 友人との や り取 りとい う生きた文脈

の 中で の 言語使用も可能 となる。 そこ で 、
こ の 手紙 の や り取 りか らヒ ン トを得て 、1冊

の ノ
ー トで複数 の 友人 と繋が るこ とができる交換 目記 を用い た活動を VFN に提案 した 。

す ると、 大変や る気 を見せたため、2010年 10月よ り交換 日記を用い た支援を開始する

こ ととなっ た 。

3．3　調査 協力者

　本研究に あた り 、
ベ トナム 人女児 （以下、VFN ）1名の 協力 を得た 。

　 VFN はベ トナ

ム の ハ ノイで生まれ 、
2010年 4月 （当時12歳 7カ 月）に来 日した

。 父は 日本人 、 母 は

ベ トナム 人だが、家庭内言語はベ トナム語 を使用 してお り、VFN の 日本語は来 日当初

は 、
ゼ ロ に近い 状態であっ た 。 現在 、 東京都 H 市立の小学 6年生 に在籍 してい る。 筆

者は 2010年 6月よ り、週 2回 （1回 45分）取 り出 し授業とい う形で 日本語支援を行 っ

て い る 。 6月か ら9月 にかけて、文字やあい さつ
、 簡単な 日常会話などの初期指導を行 っ
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た 。 口頭で の 意思疎通 は大分で きるよ うにな っ て きたが、読みの活動に入 ると、読み物

を前に固まっ て しま っ た り、 文字を音声化するこ とに必死で 、 内容まで読み取るこ とが

で きない とい うのが交換 日記を始めた 10月中旬の 現状であっ た。

3．4 支援内容

　本活動 を始めるにあた り、 担任教師か らクラス 全体に希望者を募 っ て もらい 、その結

果 、9名の クラス メー トが参加の 意思を示 した 。 参加者には 、 交換日記 を VFN の 日本

語の 勉強に使用する点、 日記の 内容を筆者も確認するとい う点を説明 し、了承 して も

らっ た 。

　交換 日記の 進め方お よび曜 日別の 担当者などは、すべ て VFN とその 友人に任せるこ

ととした。する と、子どもたちの間で 話 し合い が行われ、1 日 1、2名が 1ペ ージを使用

し、 VFN に向けたメッセージを書き 、 そのペ ージの 下部に友 人か らの メ ッセージに対

して VFN が コ メン トを書き込む とい う進め方が決められた。

　2010年 10月 21 日より交換 日記を開始 し、現在に至 る。筆者は、VFN か ら質問がな

い か ぎり、毎 日 VFN が記入する コ メン トにはかか わ らず、　 VFN の コ メン トに文法的

な誤 りがあ っ て も敢 えて 、指摘や修正は しない こ ととした 。 本研 究で は、交換 日記を通

して、友人 とのや り取 りとい う生 きた文脈の 中で の 読みの 活 動を 目的として い るためで

ある。 しか し、VFN の 産出能力には限 りがあるため、毎週金曜 日 VFN と筆i者が共 同

で 、
「特別 ペ ージ 」 を作成す るこ とに した 。 は じめの 2回は 、

「私 の 好 きな物 」 「私の 街

紹介」 な ど筆者がテーマ を提案したが 、 3回 囲以降は 、
「ディ ズ ニ ーラン ド」 「浅草」

「担任の 先生へ の 質問ペ ージ」 など VFN がテ
ー

マ を考え、作成するよ うになっ た。普

段 は、2、3行 しか コ メン トを書くこ とがで きない が、特別ペ ージで は 1〜2 ペ ージを使

用する。 特別ペ ージを作成するにあた り、以下の ス キャホール ディ ン グを行 っ て い る 。

　  VFN が伝 えたい 内容 を絵に描く （資料 1）

　  描い た絵につ い てVFN が 口頭で説明する

　  筆者がその 絵に つ い て 、様 々 な質問を し、その 答えをマ ッ ピ ン グする。 （資料2）

　  マ ッ ピン グを基に、筆者が 口頭で 内容をま とめる

　  VFN が マ ッ ピ ン グを見ながら 、 口頭で内容をま とめる

　  特別ペ ージを作成する （資料 3）

3．5　分析方法

　本研究で は、初期指導 を終えた段階か ら、読みの 活動へ の 橋渡 しに注 目して い るた
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め 、 読みの 力に つ い て分析 しなければならない 。 しか し、VFN が友人たちの メ ッ セ
ー

ジを読み、どの 程度理解 し、 何 を考えたか とい うことを測定するこ とは困難で あ り、ま

して、内容理解度を設 問の よ うな形 で測 定できるもの で はない
。 そこで 、 VFN が産 出

した コ メ ン トに着 目し、参加姿勢 と内容の 質につ い て分析 を試み る。 産 出 された コ メン

トの 文法や表記に着 目するので はなく、あくまで 友人 との や りとりの 内容に重きを置い

て 、 分析を行 う。

4 ． 分析

4．1　第一
段 階

一
参加姿勢による分析

一

　VFN が産出した コ メ ン トの 参加姿勢に着 目し、「トピ ッ ク」 「質問 へ の 回答」 「働き

か け」 の 3項 目に 分類 した 。
「トピ ッ ク」 では、友だ ちが話題 に した事柄 につ い て 、

VFN の コ メン ト中で触れ られて い るか、「質問 へ の 回答」 で は、友人が VFN に対 し

て 投げか けた質問に答えて い るか、 囑 きか け」 では 、
VFN 自らが友人 に質問を投げ

か けた り、新 しい 話題 や 清報を提供 して い るかを見る もの で ある。 これ らの 項 目は 、 友

人か らの 質問の 数やメ ッ セージの 量に大きく左右 され るため、
一

日の VFN の コ メ ン ト

中、 多少にか かわらず、
一

つ でもその 項 目に当てはまる文 章が産出されて いれば 、 その

項 目を満た して い るとした。 つ ま り、複数の トピ ッ クが挙げられ 、 その すべ てに反応 し

てい る 日も 、 1つ の トピ ッ クに しか 反応 してい ない 日も同
一

とみ なす 。 図 1に参加姿勢

による分析結果を示す。

　図1に示 されてい るよ うに、 1週 目か ら挙げられた トピ ッ クに反応するこ とはで きて い

図 1　 第 1段 階 一参 加 姿勢 に よ る 分析結果
一

一
弾
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るが
、 友人か らの 質問に答えた り、 自ら働きか けた りするもの は見られない

。 さらに 、

友人が書い たメ ッ セージをその まま書き写 してい るこ とが多く、 友入か らの 質問に対 し

て も何 ら反応 して い ない ため 、
コ ミュ ニ ケーシ ョ ン が 成立 して い る とは言 い難い

。 しか

し、4週 目以降は 、友人か ら好きな色 を聞かれ、 「うちの すきない ろは 、びん く熟 ・よ」、

所属クラブを聞かれ 、
「うちの かて い かクラブ」 とコ メン トして い る 。 表記 ・文法上 の

間違い はあるもの の
、 限 られた質問で あれば、 徐 々 に答えられるようになり、交換 目記

上で 、 ある程度 コ ミュ ニ ケーシ ョ ン が取れ るようになっ て きた ことが窺える。 しか し、

質問に答えるこ とに精
一

杯で、理 由を述べ た り、話を膨 らませ たりするこ とは依然 とし

て難 しい よ うだ。また、「日本語の 勉強は どこまで い っ た ？」 「日本に来てび っ くりした

こ とがある ？」 など、自分の言葉で答えなけれ ばな らない ような質問には、全 く反応 で

きて いない 。

　8週 目か ら、
VFN をは じめ友人か らの メ ッ セ

ージも減少 し、 日記の 回転率も低下 し

始 めた 。 はじめは 、 新鮮味が あ り、VFN がただ単に書き写 してい た り、単純な質問に

答えた りするだけで あっ て も、盛ん にや り取 りが行われて きたの だろ うが 、 徐 々 にマ ン

ネ リ化 して きた こ とが見受 けられた 。 VFN か らの 「働 きかけ」 も稀で、 コ メン トに何

も書 かず空欄で 次の 友人に回す こ とも増えてきた。

　そ こ で
、
9週 目後半か ら徐 々 に、子 どもた ちに任せき りにするの ではな く、筆者も介

入 し始める。8週 目まで は、特別ペ ージの作成のみにかかわ っ て い たが 、 9週 目か ら、

支援を開始する前の ウォ
ー

ミ ン グア ップ として 、 それまで の 交換 日記を VFN とともに

振 り返 るこ とに した 。 する と、VFN の 発話量が増 え、こ の 振 り返 り活動が有効に働い

て い るこ とを確信 した 。 そこで 、10週 目か ら本格的に交換 日記の 振 り返 りを行 うこ と

にする 。 ただ し、 VFN か ら質問が ない か ぎり、 コ メン ト書きには関わらず、あくまで

VFN の 主体性 を重視 した。

　その 結果 、
「質問 へ の 回答」 に関 しては 10週 目か ら変化 が見 られる 。 前述 した通 り、

以前は 「〜 どうだっ た？」 「〜は どこまで やっ た ？」などの質問を苦手として いたが、10

週 目以降、その ような質問に答えるだけで はな く、 理由を述 べ た り、 説 明を加 えた りで

きる ようにな っ て きたこ とが窺える 。

　 VFN か らの 「働きか け」 に関しては 11週目か ら変化が見られ、大幅な伸び を示 して

い る 。 自ら質問を投げか けた り、 情報を追加するこ とがで きるよ うになっ てきた こ とが

見受けられた。記述例 1に、ひ な祭 りの 話題か らベ トナム の 祝 日につ い て話を展 開させ

た例を示す。
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【記 述 例 1 】VFNか らの 「働きか け」 に 関 す る変化

記 述 者 記述内容

友人 おひ なさま持 っ て る ？

VFN
お ひ な さま　が っ こ うみ たけ ど，い えに ない 。ベ トナ ム は女の 子 の 日な い け

ど
， 子 ども の 日あ る 。 子 どもの 日 は， うた とあそび，くだ もの で どうぶ つ の

かた ち にっ くる。あ と，プ レ ゼ ン トも も らう。 ひ なあられ はなに ？

　上 記の 例の よ うに話 を膨 らませ 、発 展 させ る コ メ ン トが増加 して きた 。 また、 「ひ な

あられ っ て何 ？」 と自分が理解で きなか っ たこ とに関して 、積極的に質問する姿勢も見

られるように なっ た。交換 日記に慣れ、VFN 自身の 日本語の カが高ま っ た こ とが影響

して い る可能性 もあるが、交換 日記の振 り返 りを行 うこ とにより、交換 日記が意識 的に

読めるようになっ たの ではない か と考える 。

　なお 、8週 目に 「VFN か らの働 きかけ量」 が
一

時的に増加 して い る の は 、筆者 と共

に 「冬休み の 思い 出」 に つ い て 、特別 ペ ージを作成 したこ と、さらに、8週 目が年明け

にあた り、 トピ ッ クが冬休みの 出来事に集中してい たこ とが影響 してい ると思われる 。

4．2　第二 段階
一
産 出内容によ る分析一

　産 出され た内容 の 質に着 目した。前述の 3項 目を抽出すると 、
2つ の 型に分ける こ と

が で きる。まず、友人が挙げた トピ ッ クをそのまま書き写 した もの や、友人か らの 質問

の 「？」 を単純に外 しただけの もの が ある。
これ を受容型 とした 。 次に 、 トピ ッ クや友

人か らの 質問に、 自らの 言葉や表現で答えたり、新たな情報を加 えた りして い るもの が

ある。 これを産出型 とした 。 以下に、受容方と産出型の 例を示す。

【記 述 例 2 】需要型 の 記述

記 述者 記述内容

友人 体育　た の しか っ た ？

VFN 体育　た の しか っ たね 。

友人 チ
ー

ム 　何位だ っ た ？

VFN わた しの チーム は 3位 だ っ た。
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【記述例 3 】産出型の 記述

記 述 者 記述内容

友人 家庭科の きん ちゃ く　 上手 に 作れ た ？

VFN うちは きんちゃ く　 じ ょ うずに つ くれ た。 うちは，い と こ に あが る の り い と

こ は，女の子で 8 さい と4 さい 。

友人 本は好 き ？

VFN

うちは本すきだ い よ 1ベ トナ ム い る とき，よん だ本， ドラえ もん に よんだ。
た の しい か らす き 。 ドラえ もん い た らど こ で も ドア ほ し。い っ ぱ い 国に い っ

て たの し い か ら，ど こ で も ドア ほ し。 A ちゃ ん は ， ドラ えもん い た ら ， どす

る ？

　上記の よ うに VFN の コ メン トを受容型 と産出型 に分け，分析を行 っ た 。 受容型 と

産 出型 の比較には ， 友人か らの 質問形式に左右 されるこ とも考えられ るが ， VFN 自身

の 答え方や庸報の 加 え方に最も影響 され るもの だと考え ，
VFN が産 出した全て の 文章

を分析対象 とした。以下に，産出内容 を受容型 と産出型に分 けた分析結果をまとめる 。

　 　 ⊥8

　　髯＋

回 ll
数

舗櫨騰匿鮭　　　
：驪

　　　や 譜 識 爵 肅 尠 瀞 諍 謹 ．評 漕 漕 識 講 漕 譜

図 2　 第2段階
一

産出内容 に よ る分析結果
一

　交換 日記 を始めた当初は、何を書い てい い の か分か らない よ うで 、ただ単に友人が書

い た メ ッ セ
ージを書き写す こ とが多か っ た 。 そ の た め 、

「VFN ちゃ んがん ば っ て 」

「（VFN が教えたに もかかわらず）また、教えて ね」 とコ メ ン ト欄にその まま書き写 し

て しま うこ とが見 られた 。 その 上 、 受容型 ばか りの コ メン トが続くと、 友人か らの メッ

セ ージも徐々 にマ ンネリ化 し、 短 くなっ た り、回転率が悪 くなっ た りした 。

　9 〜 10週 目にかけて 、交換 日記の 振 り返 り活動を始めると、受容型が徐 々 に減少 し、

産出型が増加 し始めた 。 前述の 通 り、8週 目は産 出型 が多くな っ て い るが 、 これは筆者

とともに作成 した特別ペ ージの 影響だ と思 われる 。 それ を除 くと、 11週 目か ら急激に
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産出量が増加 して い る こ とが見受けられ る。 11週 目以前にも産出が見 られるが、これ

らの 多くは友人 か らの 質問に答えて い るもので ある。 それに対 し、11週 目以降は 、友

人からの 質問に答えるだけではな く、 さらに情報を追加 した り、 新情報を VFN 自身か

ら発信 した りして い る。 よっ て 、 同 じ産 出型 とい っ て も、 11週 目以降は 、VFN の 積極

的な参加が窺える 。 VFN が積極的に働きか けをするこ とにより、友人か らの メ ッ セー

ジや質問も多様化 し 、 VFN の コ メ ン ト欄 も大きくなるなどの 変化が見 られた。また、8

週 目か ら10週 目にかけて停滞気味だ っ た交換 日記が再び活発に動き出したこ とが観察

された 。

4．3　介入 が与えた影響

　分析結果で述べ た よ うに、8週 目か ら交換 日記 が停滞 し始 めた 。 VFN の コ メ ン トを

見 ると、 友人の 文章 を書き写 した り、質問文か ら 「？」 を削除した りしただけの もの が

多く書か れてい たため、VFN が文章を読み とれ て い ない の では ない か とい う不安を抱

くようになっ た 。 しか し、以下に示す 【会話 1】より、 VFN が何度も文章を読み返 し、

内容 を十分に理 解 して い るこ とが明らかになっ た。

【会 話1】 ※ H＝ 筆者

発 話者 発話内容

H JM は い つ も算数の こ とを書 くよね ？算数嫌い なんだね。

VFN 好 きだ よ。

H え ？で も苦手 っ て書 い て あ るよ。

VFN で も ， 好 き だ よ 。
こ こ 見 て ， JM は好きだ けど，で きない ん だよ。

H ああ，本 当だね。こ こ に書い てあ るね 。
「算数好きだ けど，苦手」 っ て 書 い て

あ っ た ね 。 も しか し て VFN 覚えて る の ？

VFN うん。

　筆者が友人 JM の書い た 「私、算数 っ て苦手」 とい うコ メン トだけを見て 、算数が

嫌い なの だ と判断 したとこ ろ 、 VFN はす ぐに否 定 し、 前の ペ ージを遡 っ て 、 該当する

ペ ージを提示 した。 こ の よ うな会話 から、本活動を始めた当初は文字を音声化す るこ と

で精一
杯だっ た VFN だっ たが

、 交換日記を始 めて 2カ月が経過する頃には、友人か ら

の メ ッセ ージを読み取るこ とがで きるよ うになっ たこ とが観察された 。 しか し、依然 と

して 、 自身 と結び つ けた り、話題を発展させ たりできずにい る状態で あるこ とが明らか

になっ た。 ヴィ ゴ ツキー
（2001）は、「教授は発達の 最近接領域に よっ て 決定され る

一

一 48 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Mother Tongue, Heritage Language, and Bilingual Education (MHB) Research Association

NII-Electronic Library Service

Mother 　Tongue 厂　Herltage 　Language 厂　and 　 Blllngual 　Eduoatlon 　（MHB ｝　Researoh 　Assoolatlon

交換θ 記 を邇 しτ学ぶ 読 み のカ
ー
文字 へ の抵抗感の 強い児量 を艨 に

一　平田 昌子

定の 時期におい て行われるときにのみもっ とも大きな効果 をあげる」 （P．304） と述 べ て

い る 。 こ の 「最近接発達領域」 の 主張にあるよ うに、筆者がス キャ ホール ディ ン グする

こ とによ り、 文章の 読み取 りだけでなく、思考 と結びつ ける段階へ と引き上 げるこ とが

できるの ではない か と考え、9週 目よ り 「振 り返 り活動」 として 筆者が介入を始めるこ

ととした。 振 り返 り活動とは 、 まず、
VFN が 口頭で 日記の 内容を説明する。 そ して、

筆者が VFN に様 々 な質問をし、話を膨 らませる とい うもの だ。 日記 の 内容は小学校

生活に密着 して い るため、筆者には理解し難い こ とが多々 ある 。
こ の イン フ ォ メー

シ ョ

ン ・ギャ ップ こそが、振 り返 り活動を有効に働かせ た要因の
一

つ だと思われ る。 通常、

支援者 と子どもの 問で行われる質疑応答は、教師は予 め答えを持っ てい なが らも質問す

る とい う不 自然な対話になる ことが多い 。 が 、 本活動では筆者 とVFN の 間で本当の 意

味での 自然な対話が成立する。 また、 日々 わからない こ とだ らけで 、 教師や友人か ら教

わる
一

方で ある VFN に とっ て、　 VFN が筆者に教えた り、説明した りする とい う普段

とは逆の 立場に 立っ ことによ り、 とて も生き生きとした表情をみせ るようになっ た 。 初

めは
一

問
一
答の ような会話だ っ たが、だんだん とVFN の発話量も増え、自分か ら積極

的に説明を始める姿も見られるよ うになっ た 。

　振 り返 り活動を通 して
、 だんだん と会話 も弾む ようにな り、 取 り上げる トピ ッ ク数も

増加 した。振 り返 り活動で 取 り上げた トピッ ク と、そこで の会話が VFN の コ メ ン トに

反映 され て い るもの を抽出 し、 グラフ化 したもの を図 3に示す。

12　 H・　　へ　

　i10
　i

、 ｛

　 10 週 目 　11 迂虱 目　 12 週 月　13 週 蔚 　14 週 寫

図 3　振り返 り活 動 で 取 り上 げた トピッ ク 数お よ び反 映され た コ メ ン ト数

　振 り返 り活動を始めた直後の 10、11週 目は交わ された会話が全 く反映 されて い ない
。

しか し、12週 目以降、振 り返 り活動が反映された コ メ ン トが急増 して い る。振 り返 り

活動中に コ メ ン ト書きは行わない ため 、 帰宅後 、
VFN 自身が会話を想起し 、

コ メ ン ト

に反映 して い るこ とになる 。 表 1に 「教科 ＋ 好き ？」 とい う類似 した質問に対する過
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去の コ メン トと、振 り返 り活動が反 映 され て い る コ メン トを併記 し、 【会話 2】に、実

際に行 っ た振 り返 り活動を文字化 したもの を示す。

　　　 　　 　　 　　 　　 表 1 　教科に 関する質問に 対する コ メ ン ト

友人の 記述 VFN の コ メ ン ト 振返活動

第 9 週 音楽好 き？ うちは音楽すき だよ り X

第10週 外国語好き？ うちは，が い こ くごはす きだ い よ。 ×

第11週 音楽す き？ うちは お んが くすきり ×

第14週 図工好 き？

図 工 は まふ つ （普通 ）だね ！ ！で も図 工 の な か

に い ばん （一番）ぞ うず （上手）は あるみ か ん

（ア ル ミ缶）がぞ うず （上手）。
○

【会話2】振 り返 り活動 「図工 の 授業に つ い て 」 ※ H＝ 筆者

発 話 者 発話内容

H 図 工 何 して い る の ？

VFN 箱作 っ て る。

H 前 も箱作 っ てた よね。同 じ箱 ？

VFN 今は ア ル ミ缶で 作 っ たやつ 。あと，絵が書 い てある，び っ く り したや つ 。

H 何 で ，び っ く りした の ？

VFN なん か，大 きい 長い の が あ っ た か ら。

H へ え，なるほ どね。ア ル ミ缶楽 しか っ た ？

VFN うん ，楽 し か っ た。

H なん か さ， 紙 で こ うい うの ，折 っ た り し て 作 っ た よね。

VFN ああ，マ ジ ッ クア
ー

トだ よ 。

H あ と，何や っ た ん だ っ け ？

VFN 図 工 の 前，H 市で 上 手な絵 を見て ，それで そ の 絵を描 い た。

H あ とさ ， ケ
ー

キみ た い の 作 っ て た よね ？

VFN ああ，ケ
ー

キ作 っ た 。

H す ご い ，上手 だ っ たよね。何が一番お も しろか っ た ？

VFN ア ル ミ缶か な。 トラ とか い ろい ろな動物を作っ た の
。

H ああ ，職員室 の と こ ろに 飾 っ て あるよね。

　過去 の 記述で は 、「うちは （教科）好き」 とい う受容型の コ メン トにとどま っ て い る

が 、 学期中に どの ような作品に取 り組ん だか 、また
一

番お もしろか っ た活動 を振 り返 る
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こ とに よっ て 、 上記の よ うな コ メ ン トが出来る ようになっ た と考える。

　次に、表 2に 「（家庭科の 作品）＋上手 に （うまく）作れ た ？」 とい う類似 した質問

に対する過去 の コ メン トと、振 り返 り活動が反 映 されて い る コ メン トを併記 し、 【会話

3】に、実際に行 っ た振 り返 り活動を文字化 した もの を示す 。

表2　家庭科の 作 品 に 関する質問に 対 して の コ メ ン ト

友人 の 記述 VFN の コ メ ン ト 振返 活 動

第 9 週 ナ プ キ ン うま く作れ た ？ 無回答 ×

第14週 きんちゃ く上手 に つ くれた ？

うちは きんちゃ くに じ ょ うずにつ く っ

た。 うちは い とこ に あげ る の り い と
こ は 8さい と 4さい

○

【会話3】振 り返 り活動 「家庭科の 作品に つ い て 」 ※ H＝筆者

発話者 発話内容

H 巾着 っ て ど うい うの ？

VFN な ん か
， ち っ ち ゃ い バ ッ グみた い な 。 それ で ， ひ もが あ るや つ

。

H あ あ，それ で ひ もを引っ 張 る とひ ゅ っ て 閉 じ る や つ ？

VFN うん ，それ。

H 上手 に 作れた ？

VFN うん。上手 に作れ た。

H 難 しか っ た ？

VFN ち ょ っ と難 し か っ た ？

H それ は，VFN が使 うの ？ それ ともお母 さん に あげる の ？

VFN 妹に あげる 。

H え ？妹 い る んだっ け ？

VFN ベ トナ ム の 妹 。

H ベ トナ ム に妹が い る の ？

VFN お 母 さん の 妹 の 子供。

H ああ，それ はね。い とこ っ て い うん だ よ。い い ね。 い とこ に あげるん だ。郵

便局か ら送 る の ？

VFN ううん 。 夏休みに帰 っ た とき，あ げる 。

H い と こ は何歳 ？

VFN8 歳 。

H ああ 、 まだ小 さい んだね 。 （以下 ， 省略）
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　家庭科の 作品につ い て の 質問に対 し、 以前は無回答であ っ た。 振 り返 り活動で は 、

巾着作 りの 話か らベ トナム にい る親族の 話 へ と移行 して い っ たが、VFN はその 2つ の

トピ ッ クを統合 し 、
コ メ ン トに反映させ て い るこ とがわか る 。 上記に示 した2 っ の 例か

らも、 振 り返 り活動が VFN の コ メ ン トに反映されて い るこ とは明らか であ り、有効に

働い たと考える。

　しか し、こ の 振 り返 り活動は 2011年 3月 11日を最後に行 われ て い ない
。 これは東 日

本大震災により、学校が休校に なっ たこ と、 さらにVFN の
一

時帰国に より支援が中断

し、新学期を迎えた現在も、教科学習やそのほ かの支援に時間が取られて しまい 、振 り

返 り活動に時間が割けない とい う事情があっ た 。 それ にも関らず、図 1 （p ．8）、図 2

（p．11）の グラフ に見られ るよ うに 15、 16週 目 （振 り返 り活動が 中断されて い た期間）

も VFN か らの 働きかけや産出型の コ メ ン トが多く見 られ る。 これ には、　VFN 自身の

日本語力が高まっ たこ とも考えられるが
、 振 り返 り活動を行 うこ とに より、 さらに高い

レベ ル へ と、
VFN がス テ ッ プを上る ことがで きたので はないか と考える。

5．　 考察

　 これまで 、 教科書は もちろん読みの 教材を 目にする と、拒絶反応を示す子 どもたちが

少なくなか っ た。そ こ で 、 読みの 入 り口として彼 らの 負担 を軽減 しなが ら、ス ム ーズに

読みの 活動に移行で きる支援方法はない か と模索 し続 けてきた 。 VFN と出会い
、 彼女

の 話に耳を傾ける うちに 、 彼女は友人たち と過 ごす時間が一
番楽 しく、彼 らともっ とコ

ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を取れる ようにな りたい と切 に願 っ て い るこ とが明 らかに なっ た。そ

れ故 、 交換日記を通 した読みの 活動は VFN に とっ て 、 大変有効だ と思われる。 なぜな

ら、友人の 考えて い るこ とをも っ と知 りたい
、 もっ と仲良 くな りたい とい う気持ちが先

に 立ち 、 日本語を読む とい うこ とが 目的を達成するための 手段 とな り、ま さに生 きた文

脈 の 中で の 言語使用 を可能に したか らである 。 また、内容におい て も、VFN の 生活に

密着 してお り、文章も会話体に近い ため 、 読みの 活動の 入 口としては最適だと思われる。

以前の VFN は、日本語で書かれた文章を前にすると、 固ま っ て しまい
、 表情も暗くなっ

て しまっ たが、本活動では表情も明るく、非常に積極的である。

　交換 日記 とい う特徴か ら、友人たちが 日替わ りでメ ッ セ ージを書 くため 、 何度 も同 じ

話題が上 る。 佐藤 （1995）は 、 ア リス トテ レ ス の 『詩学』における 「ミメシ ス （模倣
・

描写）」 を取 り上 げ、学びの 実践は 、
「なぞ り」 と 「かた どり」

3）
を繰 り返し螺旋状に循

環する 円環運動に よ り構成 されて い ると述べ て い る。 これは 、 本研究における VFN に
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も当て はまる。 初めは、友人の 文を書き移 して い るだけで あっ たため、読み取れて い な

い の で はない か と心配 して い たが 、
これ も後に 自分の 言葉で 表現 した り、 情報発信 した

りするた めに必要な段階で あっ た と考える。ただ教師が新 しい 文型や表現を教え込むの

とは異なり、友人の 文章を 「なぞる」 とい う行為が、自らの 表現で書き加える 「か たど

り」 へ と導い た と言えよ う。
よっ て 、こ の 「なぞ り」 とい う段階を踏む必要があ っ た と

思われ る。

　 しか し、い くら主体性を重視 してい るか らとい っ て 、子 どもたちに任せ きりでは 、前

述 の 通 り、 継続が困難になる恐れ もある。 支援者が適度に介入 し、 継続す る力がつ く

まで 、 支援するこ とも重要 にな っ て くるだろ う。 佐藤 （1995）は 、 教師は、「対話的他

者」
4）

として存在す るこ とによっ て 、 はるか に強力 な 「足場」 としての 役割を実現する

こ とがで きる と述べ て い る。なぜ なら、「対話的他者」 として の教師は 、対話を通 し、

子 どもの 「内言」 あるい は 「内なる声」 を補助的に代行 し 、 子どもの 自立的で活 動的

な思考を促進 し 、 反省的で探究的な思考を促進す る役割を担うか らだと主張して い る。

また、それ と同時に 「外言」 と 「内言」 との 間の 橋渡 しを行 っ てい るとしてい る。こ の

佐藤の 主張は 、 筆者が交換 日記 を基 に対話 をし 、 話題 を膨 らませた り、発展 させ た り

した こ とに よ り、VFN の 内言が明確に な り、さらにその 内言が外言、つ ま りVFN の

コ メン トにっ ながる橋渡しになっ た とい う研 究結果か らも裏付 け られ る。

　カ ミ ンズ （2011）は 、
マ イ ノ リティ の 子 どもたちに とっ て 、 自分の 知性や感情、アイ

ディ ア、ユ
ー

モ ア などを伝えるこ とがで きない こ とに最もフ ラ ス トレー
シ ョ ン を感 じる

と述べ てい る 。 その ため 、 特別ペ ージを筆者 と共 に作成する とい う作業は 、 VFN か

ら情報発信する機会とな り、 ア イデン テ ィテ ィ の 肯定にも繋が ると思われ る。また、

VFN と支援者 との距離も狭 ま り、 信頼 関係の 構 築に大きな役割を果た した 。

　以上の こ とによ り、
VFN の よ うに文字に対する抵抗感の強い 子 どもたちには 、 以下

の よ うな支援設計お よび支援方法が有効だ と思われ る。

表3　本 研 究 で 行 っ た 支 援 設 計 及 び支 援方法
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　本研究で は、読みの 入 り口 として、交換 日記を取 り上げたが、子 どもたちの性格や

興味関心等の個別性に合わせ 、恐怖心を与えずに 、ス ム ーズに読みの 活動に入 っ て い く

ことが、自信や 「自己有能感」
5）

に繋が り、本格的な読みの 活動 へ さらなる
一

歩を踏

み出す原動力に なると思われる。

　最後に 、 交換 日記を用い た活動が担える の は 、 あくまで 生活言語能力の 範疇に留ま

るとい う点に留意 しておきたい 。本活動だけでは在籍学級で求められ る読みの カを獲得

するこ とは難 しい 。 しか し、読み 取っ た情報を思考や経験に結び付け、さらにそれをこ

とば と結び付けて い くとい う作業は、交換 日記を用 い た活動で も、 教科学習におい て も

求 められる力で ある ことは明らかである 。 そこで、本活動を足がか りに 、 視覚効果を用

い た教材やリライ ト教材な どを用いて新たな足場掛けを行い 、 教科学習を視野に入れた

支援をさらに充実させてい くこ とが求められてい る。

注

1）
一

言で 「読み の 力」 と言 っ て も，様 々 な種類が存在する。JSLの 子 どもたちの 読み の 力

　　と限定 して も，理 科や国語科，算数 の 文 章問題等で 求め られ る読み の 力は それ ぞれ 異

　　なる。そ こ で ，これか ら子 どもたちが対峙するであろう読み の 総称 として 「読み の世界」

　　い うこ とばを用い る こ ととする。

2 ） 「学習内容 の継続性 」 とは，母 国で の教育 内容に 日本の学校で の 学習を積み重ねて い く

　　 こ と。r能力面の継続閏 とは，来 日直後か ら思考力や想像力などの育成に働 きか けて

　　い くこ とを意味する。

3 ） 「なぞ り」 とは他者 文化 を模倣す る活動，「か た ど り」 と は 自己 の 文化 を構成する 活 動

　　を意味する 。 （佐藤 1995；82）
4 ） 「対 話的 他者」 とは，学び の 共 同体に お い て は 「他者」 で あ り，「他者性」 を備えた対

　　話者，す なわち 「対話的他者」 で あ る。「対話的他者」 と して の 教師 とは ，未だ明確に

　　は か た どられ て い な い 子 どもの 自己 の 代役を務め て ，子 どもの 自己 内対話を誘発 し促進

　　す る こ とが で きる教師 を指す 。

5 ） 自己 の 環 境を効 果 的に処理す る こ とが で きる能 力 ，または特定 の 行動 を行 う自らの 能

　　力 に 関す る 自己評価 の こ と （縫部2001：147）
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